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【昨日の市況概要】 公示仲値 100.45

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY USD/CHF GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 100.56 1.1286 113.47 0.9673 1.3193 0.7623
SYD-NY High 101.94 1.1341 114.13 0.9792 1.3280 0.7692
SYD-NY Low 100.06 1.1180 113.10 0.9631 1.3122 0.7551
NY 5:00 PM 101.82 1.1200 113.98 0.9783 1.3131 0.7555

USD/JPY Volatility 1M ATM (NY Close Lvl) 13.6/14.14 Δ25RR 0.348 Yen Call Over
NY DOW 18,395.40 ▲ 53.01 債券市場 日本2年債 -0.1720 0.9bp         
NASDAQ 5,218.92 6.71 日本10年債 -0.0700 1.5bp         

S&P 2,169.04 ▲ 3.43 米国2年債 0.8428 5.3bp         
日経平均 16,360.71 ▲ 195.24 米国5年債 1.2365 7.6bp         

TOPIX 1,287.90 ▲ 16.37 米国10年債 1.6296 5.6bp         
ｼｶｺﾞ日経先物 16,595 90.00 独10年債 -0.0720 ▲0.2bp      

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 6,838.05 21.15 英10年債 0.5640 ▲0.8bp      【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】
DAX 10,587.77 58.18 豪10年債 1.8540 -             　

ﾊﾝｾﾝ指数 22,909.54 94.59 為替市況 USD/CNH 6.6933 0.0248
上海総合 3,070.31 1.98 ドルインデックス 95.57 0.79

USDJPY 3M Vol 12.77 ▲0.16% 商品市況 CRB指数 186.111 ▲0.13
USDJPY 6M Vol 12.22 ▲0.03% NY金 1,325.900 1.30
EURJPY 3M Vol 11.43 ▲0.11% WTI 47.640 0.31
EURJPY 6M Vol 11.37 0.07% Dubai Spot 46.04 0.02 100.90 
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【昨日の指標等】
Date Time Event 結果 予想

8月26日 08:30 日 全国CPI/除生鮮/除食料エネルギー（前年比） 7月 -0.4%/-0.5%/0.3% -0.4%/-0.4%/0.4%
08:30 日 東京CPI/除生鮮/除食料エネルギー（前年比） 8月 -0.5%/-0.4%/.0.1% -0.4%/-0.4%/0.3%
15:00 独 GfK消費者信頼感 9月 10.2 10.0
15:45 仏 GDP・速報値 （前期比/前年比） 第2Q 0.0%/1.4% 0.0%/1.4%
17:30 英 GDP・速報値 （前期比/前年比） 第2Q 0.6%/2.2% 0.6%/2.2%
21:30 米 GDP・2次速報 （年率/前期比） 第2Q 1.1% 1.1%
21:30 米 個人消費・2次速報 第2Q 4.4% 4.2%
21:30 米 コアPCE (前期比) 第2Q 1.8% 1.7%
23:00 米 イエレンFRB議長、ジャクソンホール講演 - - -
23:00 米 ミシガン大学消費者信頼感指数・確報値 8月 89.8 90.8

【本日の予定】
Date Event 予想 前回

8月29日 21:30 米 個人所得/個人支出 7月 0.4%/0.3% 0.2%/0.4%
21:30 米 PCEコアデフレータ(前月比/前年比) 7月 0.1%/1.5% 0.1%/1.6%
23:30 米 ダラス連銀製造業活動 8月 -3.9 -1.3

　 　

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：森谷・森谷
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NY時間のﾄﾞﾙ円は100.40ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡注目されていたｼﾞｬｸｿﾝﾎｰﾙでのｲｴﾚﾝ議長の講演で｢金利引き上げの根拠はここ数ヶ月で強まっ
た｣､｢(米経済は)完全雇用､物価安定という当局の目標に近づいている｣と期待以上にﾀｶ派なﾍｯﾄﾞﾗｲﾝが流れた直後に100.91まで急伸｡し
かし具体的な短期的ｶﾞｲﾀﾞﾝｽが無く､夏相場終盤で大きな注目を集めていたｲﾍﾞﾝﾄでありながら特段材料視される内容ではなかったとのこと
もあり､失望感から下値を試す動きにﾄﾞﾙ円は安値の100.06まで反落｡しかし､その後ﾌｨｯｼｬｰFRB副議長から｢ｲｴﾚﾝ議長の(ﾀｶ派な)ｺﾒﾝﾄは9
月利上げの可能性と一貫している｣と目先の利上げに対して前向きな発言を受け､米長期利回りの上昇と連動しﾄﾞﾙ円はｽﾄｯﾌﾟを巻き込み
ながら一時101.94まで上昇｡多くの市場参加者の思惑とは裏腹に､9月FOMC会合での利上げの可能性が再熱したことが好感され､午後の
ﾄﾞﾙ円は101.80付近での高水準での推移となり､結局101.82ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡一方ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.3210ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝすると､朝方はﾄﾞﾙ売り流
れに1.1341まで上昇｡しかし､ｲｴﾚﾝFRB議長､ﾌｨｯｼｬｰFRB副議長の9月利上げに対して前向きな発言を受け､ﾄﾞﾙ買い優勢の展開となると
1.1180まで反落し､1.1200ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡
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朝方発表された本邦7月全国ｺｱCPIは前月比▲0.5%と市場予想(同:▲0.4%)を下回る結果となるも相場への影響は限定的となり､東京時間
のﾄﾞﾙ円は100.56ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡前日比ﾏｲﾅｽで寄り付いた日経平均株価が下げ幅を100円超まで拡大するとﾄﾞﾙ円も連れ安となり一時
100.39まで下落｡しかし､その後は海外時間にｲｴﾚﾝFRB議長の講演を控えて様子見ﾑｰﾄﾞが強まる中で動意､方向感に欠ける展開となり､
100円台半ばでの小動きが続いた｡結局､100.42ﾚﾍﾞﾙで海外時間へ渡り､東京時間のﾄﾞﾙ円は値幅17銭と非常に狭いﾚﾝｼﾞ内での推移と
なった｡(東京15:30)
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場は動意に乏しい展開となった｡ﾄﾞﾙ円は100.42ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡新規材料難や本日午後のｲｴﾚﾝFRB議長の講演を控え100円台半ば
での小動きとなり100.40ﾚﾍﾞﾙにてﾆｭｰﾖｰｸへ渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは1.3230ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡英4-6月期GDP改定値は前期比+0.6%(市場予想：
+0.6%,前回：+0.6%)と国民投票による不透明感の影響は殆ど見られず､為替相場への影響は限定的であった｡1.32台を挟んだ方向感にか
ける展開が続き1.3210ﾚﾍﾞﾙでﾆｭｰﾖｰｸへ渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 00531 444 179 西海)

先週金曜日海外時間のドル円相場は上昇する展開。注目されたジャクソンホールにおけるイエレンFRB議長の講演では「金利引

き上げの根拠が強まっている」との発言が飛び出すと一旦100円台後半まで上昇。その後は利上げ時期について明確なヒントが

得られたわけではないとの見方もあり反落するも、その後フィッシャーFRB副議長が｢イエレン議長の(タカ派な)コメントは9月利上

げの可能性と一貫している｣と発言すると、米金利上昇につれてドル円は101円台後半まで上昇する展開となった。本日のドル円

相場は底堅い推移を予想。東京時間については月末絡みの円転フローから下押しされる局面も想定されるが、2日(金)の米8月

雇用統計の結果次第では9月利上げもあり得るとの見方が強まる中では底堅い推移を予想する。


